
【別紙様式総合 8】 総 16・005
課題番号 I 継続

総 15-004
注：課題番号を記入してください。

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

平成 30年 4月 1 3日

日本大学学長殿

壽氏名

所属・資格

安田武彦

商学部・教授

下記のとおり提出いたします。

1 研究課題 アート＆デザインイノベーションに関する学際的研究

ー「知識創造理論」と「間と場の理論」の視点からの分析と考察 i
. . . 

2 研究組織

氏 名 所属部科校・資格 役割分担

0研究代表者名
安田武彦 商学部・教授 研究全般の総括

0研究分担者
商学部・教授 イノベーション管理モデルの構築

児玉充

平澤克彦
商学部・教授 人材イノベーションモデルの構築

所伸之
商学部・教授 環境経営イノベーションモデルの構築

長谷川勉
商学部・教授 金融ネットワークモデルの構築

穴澤万里子
芸術学部・教授 演劇のアートイノベーションモデルの構築

浦部智義
工学部・准教授 地域のアートイノベーションモデルの構築

3 著書・雑誌論文 嘩書・饂志・抜き刷り等を添付してください。コピ＿の場合1討譴詰れたこと力喀観的l:::tっかるものを添付してください。）

著者・執筆者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所
Mi tsuru Kodama 
Takehiko Yasuda Ma Theory and the Creative Management of 
Katsuhiko Hirasawa Innovation 2017 Palgrave Macmillan 
Nabuyuki Takara 
Tsutomu Hasegawa 

Mariko Anazawa 
Tomuyoshi Urabe 

※ホームページ等での公開の(@)・否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。



［成果物報告書総合 8-2]

4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り，発表胴畜のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

平成30年度科学研究費補助金基盤研究 (B) 申請不採択，（安田武彦）

研究課題名：アート＆デザインイノベーションに関する国際比較研究

平成30年度研究経費； 503万円

7 他の研究への発展

8 その他の成果

， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類 発明者 権利者 出願・登録番号 出願年月日 取得年月日（考案者・創作者）



【別紙様式総合 8】 課題番号

総16-007
継続

総15-005

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

平成 3 0年 5月 2 3日

日本大学学長殿

編氏名

所属・資格

肥田不二夫

芸術学部・教授

下記のとおり提出いたします。

1 研究課題

医学とデザイン学の融合による次世代型呼吸器診療ツールの開発

2 研究組織

氏 名 所屈部科校・資格 役割分担

0研究代表者名

肥田 不二夫 芸術学部／教授 研究統括、吸入ディバイスの新規デザイン開発

〇研究分担者

樅寧博． 医学部／准教授 タブレット型吸入指導ツールの臨床的な検証

伊藤玲子 医学部／助教 吸入ディバイスの臨床的な検証

細谷誠 芸術学部／准教授 タブレット型吸入指導ツールの開発、インタラ

（平成 29年 3月31日退職） クティブデザイン技術を用いた新たな重症度ス

ケールの開発

戸田健 理工学部／准教授 タブレット型吸入指蒋ツールの開発

中川 一人 生産工学部／助教 吸入ディバイスの新規センサ一部開発

合計6名

3 著書・雑誌論文 灌書・雑誌・抜き刷り等を淑寸してください。コビー~封共易載されたこと力落観的l;:;fっかるものを忍寸してください。）

著者・執筆者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

権寧博，伊藤玲子，戸 新アレルギーの臨床／「特集／アレルギー疾患の 36巻・11 2016年しい治療」に寄せる 気管支喘息の治療管理 北隆館
田健他

における患者教育の重要性と最近の動向
可じ 10月

肥田不二夫 日本大学芸術学部紀要論文篇／呼吸器プロダ
第67号 2018年 日本大学芸術学部

クトの新たな可能性について 3月

※ホームペ＿ジ等での公開の硬う否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。



［成果物報告書総合8-2] 

4 学会発表等 凄旨集の抜き刷り，発剥菊高のコビー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

権寧博 第 56回日本呼吸器学会学 モバイル＆ウェアラプル端末が変える呼 2016年4月

伊藤玲子 術第講5演6回会日本呼吸器学会学
塾夕ケアの未来 Overview.
プレット端末を用いた吸入指尊． 2016年4月

術講演会
古川典子，伊藤玲子， 第 56回日本呼吸器学会学 ワンアクションデパイスエリプタに対する吸入 2016年4月
権寧博他

術第購65演回会日本アレルギー学 指吸導入の指報導告ウ-ェiPブadアをラ用いリた「吸吸入入指レ導ッのス検ン討」～の． 

，伊他肥田藤不玲二，子夫-、、-伊-権藤玲子寧、博権
2016年6月

舎第学6術3回大会日云弓冴甘’ン学会 ユUDー視ザ点ーに分よ析る．呼吸器プロダクトの可能性 2016年6月
寧伊博藤玲戸子田健，，権中川一寧人博、他， 学研究発表体会 吸につ入い指て導ー病2薬連携クラウドシステムの試第26回日本呼吸ケア・リハピ 2016年10月

戸佐々田木健一未他，権 寧博， 第リテ26ー回シ日ョ本ン呼学吸会ケ学ア術・集リ会ハピ 看用．護師によるタブレット端末を用いだ外—·—· 2016年10月
伊藤玲子他 リテーション学会学術集会 来吸入指尊の取り組み．
肥田不＝夫、伊藤玲子、権 第 64回日本デザイン学会 UD視点による呼吸器プロダクトの可能性 2017年6月
寧博、戸田健、中川一人，他 学研究発表体会 についてー3
伊藤玲子、権 寧博 Eu『opean Resp i ra I ory Society Utility of electronic tablet-based 2017年9月
他 International Congress 2017 inhaler technique training. 
伊藤玲子，権寧博， 第27回日本呼吸ケア・リハピ 高齢者吸入指尊の限界を探る． 2017年11月
他 リテーション学会学術集会

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

権寧博，伊藤玲子： Credentials Special Report 吸入指溝の全国水準を高めたい 日大医学部の「吸入
レッスン」サイトがリニューアル．クレデンシャル 9月号， No. 96, p36-38, 2016. (雑誌記事）
伊藤玲子：重症喘息患者に対するアプローチ~JCTを用いた吸入指導と喘息治療患者における free!gE測定．
Scientific Exchange Meeting in Makuhari, 千葉， 2016.11. 22. (依頼講演）
伊藤玲子：吸入指溝をしていますか？～全員参加の喘息治療を目指して．アレルギーフォーラム in越谷，
埼宝， 2017.3. 3. (依頼講演）
伊藤玲子：吸入指溝のNextStage. 埼玉呼吸ケア講習会，埼玉， 2017.3. 12. (依頼購演）
伊藤玲子：喘息治療における吸入指尊について．練馬区医師会勉強会，東京， 2017. II. 21. (依頼購演）
伊藤玲子：正しい吸入で病気をコントロール！日本呼吸器財団ホームページ呼吸器疾患の知識，

http:/ /11u j rf. or. jp/kno11ledge/ 

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

平成29年度公害健康被害予防事業に係る調査研究：吸入療法支援のためのクラウド型在宅医療連携モデルに
関する研究 ((2) —①-i)環境再生保全機構；申請者：橋本修（共同研究者伊藤玲子、権寧1蒻、肥田不
二夫、中川一人、他3名）：不採択

7 他の研究への発展

平成 30年度 学術研究助成金［社会実装研究］：吸入療法支援のためのクラウド型在宅医療連携モデルに関
する研究。 (598万円） 採択

8 その他の成果

， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類 '"発案 明者者・0111喝） 権利者 出願登録番号 出願年月日 取得年月日

吸入装置及び吸 特許申請 肥田不二夫、 日本大学 出願番号 平成 28年
入状態提示シス 権寧t尊、戸田 （有）フィッシ 2016-127003 6月27日
テム 健、中川一人、 ュグロープ 公開番号

他 株式会社セン 2018-000271 

シグナル



【別紙様式総合 8] 

課題番号

総 16・010
継続

総 15・006

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

日本大学学長殿

下記のとおり提出いたします。

1 研究課題

氏名

所属・資格

平成 30 年 4 月 10 日

景山一郎

生産工学部・教授

慮）

次世代自動車用高度運転支援システムに向けた基盤技術構築に関する研究

2 研究組織

氏 名 所属部科校・資格 役割分担

0研究代表者名 研究全般のとりまとめおよびドライバ制御動作モデ

景山一郎 生産工学部／教授 ル構築

0研究分担者
青木和夫 理工学部／教授 高齢者の特性計測・解析全般

鳥居塚崇 生産工学部／教授 ドライバの視覚能力の計測および評価

石橋基範 生産工学部／教授 ドライバの行動解析と聴覚情報等の計測およぴ評価

栗谷川幸代 生産工学部／准教授 ドライバの運転動作解析および各種生体情報による

評価

時田学 商学部／准教授 ドライバ（特に高齢者等）の心理学的評価

山内ゆかり 生産工学部／専任講師 認知・記憶・認識等を考慮した知的情報処理モデル

の構築と評価

合計 7名

3 著書・雑誌論文 澤書・躙ま抜き刷り等を蹴寸してくださし＼コピーの場合I#鴎註れたこと力落親的l::;tっかるものを添付してください。）

著者・執筆者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所
景山 一郎、 栗谷川
幸代、山内ゆかり、石 自動車技術会論援文シ集ス Vol. 48, 

公益社団法人 自動車
橋基範、鳥居塚崇、山 デ「ル高構度築運に転1支 テムに向けたドライバモ 2017. 3 技術会
田多恵子、青木和夫、 関する研究J

No2 

時田学

輩■,'  • _a ヽ＊応—...,.,,_、 . . ·~'- ,. ....... ..... "" . ヽL• L•. • , .. 贔..' _土_......... _ ..'  し・・



［成果物報告書総合8-2]

4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

兼山一郎（日本大学）， 自動車技術会 2017年秋季 ドライバの状態推定のためのドライバモ 2017.10 
栗谷川幸代・山内 ゆ 大会学術講演会 デル構築に関する研究

かり崇・石．橋，青基範・鳥居
塚 木和夫・
時田 学（日本大学）

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

・委託（共同）研究（平成29年1月1日～平成31年5月31日．国立大学法人名古屋大学未来社会創造機構）

「大型5面立体視ドライビングシミュレータを用いた、将来小型モビリティ (PMV)コンセプトのための基礎

研究」（景山一郎）（獲得）

•平成 29 年度 (2017 年度）基盤研究 (B) (平成29年度～平成31年度）

「運転支援に向けたドライバ行動データベース構築に関する研究」（景山一郎）他 3名［（不採択）．：

・基盤研究(C) (平成29年度～平成 31年度）

「準自動運転下で精神的負荷と性格が覚醒水準の変動に及ぼす影響の基礎的研究」石橋基範，（不採択）

・基盤研究(C) (平成30年度～平成32年度）

「準自動運転下で精神的負荷と性格が覚醒水準に及ぼす影響の基礎的研究」 石橋基範（獲得）

・委託（共同）研究 （平成 30年 1月 19日～平成30年 3月31日，株式会社エクオス；リサーチ）

「行動や感性に影響を及ぼす個人特性の研究」 石橋基範 （獲得）

・委託（共同）研究（平成29年 10月1日～平成30年9月30日，株式会社デンソ.:...技研センター）

「人間工学教育構築に関する研究J 石橋基範（獲得）
・基盤研究 (C) (一般）（平成30年度～平成 32年度）

「高齢運転者特性の特徴とその経年変化に関する研究」栗谷川幸代（不採択），

7 他の研究への発展

8 その他の成果



， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類 発明者 権利者 出願・登録番号• 出願年月日 取得年月日（考案者・創作者）



【別紙様式総合 8】 I 総 16・0ll

課題番号l 継続
注：課題番号をi入して象ださo,-0007

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

平成30年4月20日

日本大学学長 殿

轡氏名

所属・資格

佐々木直栄

工学部機械工学科・教授

下記のとおり提出いたします。 退職，転出の場合は，（ ）書きで受領時の資格を記入

1 研究課題

二酸化炭素とイオン液体を用いた新しい発電サイクルの開発

2 研究組織

氏 名 所屈部科校・資格 役割分担

0研究代表者名 工学部機械工学科・教授 研究統括，熱交換器の開発および熱伝達特性の

佐々木直栄 評価

0研究分担者 理工学部物質応用化学科・教授 二酸化炭素＋イオン液体混合媒体の熱物性測

栗原惰文 定およびサイクル評価

児玉大輔 工学部生命応用化学科・准教授 二酸化炭素＋イオン液体混合媒体の熱物性測

定およびサイクル評価

松田 弘幸 理工学部物質応用化学科・准教授 二酸化炭素＋イオン液体混合媒体の熱物性測

定およびサイクル評価

田中 三郎 工学部機械工学科・専任講師 熱電変換による熱回収器の開発および熱回収

最評価

田中 勝之 理工学部精密機械工学科・教授 発電サイクルの開発および発電性能評価

3 著害・雑誌論文 南書・饂ま・抜き刷り等を痢寸してください。コピー⑪毒合1井額詰れたこと力落穎的1:::1っかるものを添付してください。）

著者・執筆者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

Daisuke Kodama, Kayoko 
Density, Viscosity, and CO2 Solubility in 63 (4), 

Sato, Masaki Watanabe, 
the iIom] n[iTc FSLAi] quid Mixtures of [bmim] [PF』and pp American Chemical 

Toshiya Sugawara, 2018年4月
Takashi Makino, 

[bm at 313. 15 K 1036-10 Society 

Mi tsuhiro Kanakubo 
J. Chem. Eng. Data 43 

-・--
... . . .. 

•- A ・・ L• 一・・・ C• • 



［成果物報告書総合8.,.-2] 

4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

Hiroyuki Matsuda, AIChE Annual Meeting Phase Equilibria of Mixtures Containing 2016年11月
Yoshihiro Inoue, Yuki 2016, San Francisco, USA Alternative Solvents for Green 
Nakazato, Kiyofumi Chemistry【InvitedTalks) 
Kurihara, and Katsuini 
Tochigi 

佐藤佳大文代輔，牧子，松野， 渡邊正輝，
化学工学会 イミダゾリウム系混合イオン液体の C的吸 2016年9月

児玉 田弘幸，栗 第48回秋季大会 収特性
原清 貴至，金久 （徳島）
保光央

虎M野a宝貴sa天至ki輔，金，松久田保Wa圭光ta悟央na，b牧e, 
同上

Dイ分enオ離s再iンt液生y,体プをロ利セV用iスscのしosた開i環発ty境,【調展和望E型購le演CcOt】2r吸ic収al 
2016年9月

14th PPEPPD 2016, Porto, 2016年5月
Daisuke Kodama, Portugal Conductivity, and CO2 Solubility in 
Takashi Makino and Protonic Amidium Ionic Liquids 
Mi tsuhiro Kanakubo 

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

田中勝之：日本大学 新技術説明会，二酸化炭素とイオン液体を用いた発電サイクル， 2017年 01月 17日（火）

12:55~16:oo (会場： JST東京本部別館 !Fホール（東京・市ケ谷），主催：科学技術振興機構， 日本大学，

後援：特許庁）

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

(1)研究成果展開事業 地域産学バリュープログラム(H29~H30・科学技術振興機構）：ハイプリッドイオ

ン液体を利用した二酸化炭素吸収分離再生プロセスの開発（児玉大輔）他 3名， I,500 (3,000)千円【申請 7

採択】

(2)・ニ国間交流事業共同研究／セミナー(H30~H31・ 日本学術振興会）：イオン液体による二酸化炭素吸収分

離再生のための化工物性とプロセス設計（児玉大輔）他2名， 2,000 (4, 000)千円【申請・採択】

(3)挑戦的研究（開拓） (H30~H32) : 革新的小型発電システム用 CO2ーイオン液体系物理吸収／再生用熱交

換器の開発（佐々木直栄）， 16,800 (20, 000)千円【申請・不採択J

(4)基盤研究B (一般） (H30~H32) : 深共融溶媒を利用した二酸化炭素／炭化水素分離回収プロセスの開

発（児玉大輔）他4名， 10,850 (20, 000)千円【申請・不採択】'

(5)若手研究(H30~H31): エネルギ-ハーベスティング技術を推進する熱電材料界面熱抵抗メカニズムの

解明（田中三郎）， 3,370 (5, 000)千円！＇［申請・不採択】

(6)研究助成(H30~H30・向科学技術振興財団）：イオン液体含浸膜を利用した環境調和型二酸化炭素吸収

分離再生プロセスの開発（児玉大輔）， 1,500千円【申請・不採択】

(7) 自然科学研究助成 (H30~H30• 三菱財団）：プロティックイオン液体を利用した二酸化炭素／炭化水素分
離回収プロセスの開発（児玉大輔）， 3,000千円：【申請・不採択】「

(8)前）II報恩会(H29~H29): ポータブル熱電発電機の開発（田中勝之）， 2,100千円［申請・不採択J

(9)基盤研究C(一般） (H30~H32) : 温室効果ガス削減のための次世代混合冷媒の探索（田中勝之）， 3,300
(5,000)千円：［申請・ 不採択］、i



7 他の研究への発展

8 その他の成果

， 本研究課題による知的財産権の出願• 取得状況
名 称 知的財産の種類

発明者 権利者 出願・登録番号 出願年月日 取得年月日（考案者・創作者）

佐々木直栄

動力生成システ 特許出願 栗原清文 学校法人 特願 平成28年

ム及び発電シス 児玉大輔 日本大学 2016-25241 2月 12日

テム 松田 弘幸

田中 三郎

田中勝之
（田中勝之）



【別紙様式総合 8】
課題番号

総 16・014
継続

総 15-010

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

平成 30 年 4 月 6 日

日本大学学長殿

氏名

所属・資格

岡山吉道 魯
医学部・准教授

下記のとおり提出いたします。

1 研究課題

疾患特異的ヒトマスト細胞のフェノタイプの解析とフェノタイプの変化の機序の解明

2 研究組織

氏 名 所属部科校・資格 役割分担 ‘、・

0研究代表者名
岡山吉道 医学部・准教授 マスト細胞実験、分子生物学実験、実験総括

0研究分担者

照井正 医学部・教授 慢性蓉麻疹実験指導

千島史尚 医学部・准教授 ヒト脱落膜細胞実験

斎藤修 医学部・准教授 ヒト滑膜細胞実験 I 

＇ 

高橋恭子 ＼ 
生物資源科学部・准教授 動物実験、皮膚マスト細胞実験

3 著書・雑誌論文 喧書・輯忠・抜き刷り等を添付してください。コビ--<l)場合1井鴎誌れたことが客観的ぱっかるものを添付してください。）
著者・執筆者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所
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岡山吉道，藤照澤井大正輔，
小児科診療／重症慢性等麻を疹発患現者しにおいて 7395(51-013):5 1 
階はマMスas-トre細lat胞ed数gがen増e X2 ている皮 2016.10 診断と治療社

粟面雁天， 加している ， 

岡山吉道 アレルギー• 免免疫疫/疾I、贔wE)と疾患（アレルギ 2637(10-21)6:7 1 2016.12 僻社医薬ジャーナル
一疾患と自己 について 5 

照下岡斎川井山藤正敏吉修文道，，，山高布本橋村樹恭聡生子，， ， 日析本異大的学ヒ医トノ学マタ部スイ総トプ合細の医胞変学の化研フの究ェ機所ノ序紀タの要イ解／疾プ明患の
解特 とフェ

4:8-12 2016.12 合日本医学大研学究医所学部総
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巻第・ 145 
特別

岡山吉道 グ日本ロ医プ師リ会ン雑（誌足／立闊E，お斎よ藤び博そ久の編他集の）免疫 号アレ 2016.6 日本医師会
ル患ギー

す疾べての

誓第145 

日（足本立医満師，会斎雑藤誌博／久マス編集ト細）胞， 好塩基球

特學

岡山吉道 レルギ 2016.6 日本医師会

予患のベ
て
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岡山吉道 アレルギーの臨床自/然I嘉E疫非と依炎存症性のマ制ス御ト細
胞活性化による

37(-32)6 :22 2017.3 北隆館

岡山吉道 アレルギー／マスト細胞症 mastocytosis 66(76-)8 :81 2017.6 会日本アレルギー学

岡山吉道 アレルギー•の免将疫来／アレルギー学研究とマ
スト細胞研究

240(98-)1:0 10 2017.8 閥社医薬ジャーナル

岡山吉道 小児科臨床／薬物アレルギーとマスト細胞 720 07(312-7 ): 2017.12 社日本小児医事出版

岡山吉，高道橋布村聡斎，下川 日本大学医学部総合医学研究所紀要プ／疾患特敏文 恭子，藤修，
異的ヒトマスト細胞のフェノタイ の解析と 5: 1-5 2017. 12 日本大学医学部千島史尚，山本樹生，照
フェノタイプの変化の機序の解明井正

※ホームページ等での公開の＇可）．否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。
-------

4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

布正村，岡聡山，羅吉道智靖， 照井 アレルギー・好酸球研究 FcsるRIFeを即介鎖しSた-Sマストの細役胞割活性化にお 2016.10.22 
会2016 け 結合

酎，，，，翡坂岡斎山本l山藤田や朋吉賢修え美道縞，釣悶豊橋関島点

アレルギー・好酸球研究
生関卜細節胞リかウらマのチサ(RA)ブスにタおンけスるP滑(膜SPマ)産ス

2016.10.22 
会2016

一太之 翔雅泰

明

岡山吉道，下条直樹 第学会66学回術日大本会アレルギー 宿主と共生細菌の維叢持の相互作用による免 2017.6.16 
疫学的恒常性

太修宣三f嶋餡信翡橋太靡泰郎位明，畠，請堕五山
第学会66学回術日大本会アレルギー 関節意おリ負るウマのm相チiR患関・1者9を9示滑a・膜す3p組と織PマTスト細胞

2017.6.16 

有になけ 関 GS2は、

誓布正悶村猛闘，聡岡，：山畜蘊翻吉澄道認悶大輔沿摩， 用畠
第学会66学回術日大本会アレルギー

慢抗自性体己抗蓉の体臨麻床お疹的岱意びSU)義抗患F者ceにRiおa鎖け(aる鎖抗）自Ig己E 
2017.6.16 

霜翡正田英，i横信岡:，山摯翻羅吉智道認牒堵，界照：井ヽ
第学会66学回術日大本会アレルギー F慢ce性Ri蓉a鎖麻(a疹鎖）(C自S己U)抗患体者のに解析おける抗 2017.6.16 

豊山倉崎島淳元翔一美太， ， 山本樹生， 第学会66学回術日大本会アレルギー ヒト妊Ig娠E受初容期体脱落膜マをス発ト細胞は高親
2017.6.16 

柏 ，岡坂山本吉朋道美， 和性 FceRI 現している



譴麟翻羅智ば哨齢，照：井翡暑汗翡，註匪令山： 

第学会66学回術日大本会アレルギー
慢抗お性体け刺蓉る麻抗激疹にFc患sよR!者るa反と鎖応健抗性常体人の(C比のRA較好I塩)と基抗球IgにE 

2017.6.17 

岡山吉道 第学会66学回術且大本会アレルギー
ア問効レよル紐題るく忌ギ点革一ー者に新疾広忘と的患が価はな一にるな治）対生薬旅物剤す法ふのるシ有生的初ン製知ポ舟性芋l"製剤

2017.6.18 
に ジウム

2と1 のと本現状当

に

松名柏東山野倉裕敬吉道孝治福，幸一，山，松本坂豊樹田>-島彰生Ill翔，美太"i'I ， ， 

アレルギー・好酸球研究 ヒト妊娠初期検討脱落膜マスト細胞の特徴 2017.10.21 
会2017 についての

村宮子重博地美，ー吉裕，，住野美岡正子田山雅和，吉菅博道吉井，木和原

アレルギー・好酸球研究 乳鳴幼に児の RSウイのル関ス与感染後の反復喘 2017.10.21 
会 おける TSLP

Okayama Y 威TSe,rukKiTi ao 忍Tsh, o i 第会4・6学回術日集本会免疫学会総
AF面(o.. Cbl却血ruiliSU)liμb皿.esetihro-J•血如~mhdio,鴫ruef ~es, ,-,皿(F-心es"。d<""',RI '", 喩如ん"""p叩""'""'-m m''o,rrt"". s崎l呵'1血吋"血国"' a o,. l 

2017.12.14 
shima S, 
Nunomura 
wakura J, 
Ra C 

器悶subjects.

Tki ぬK=炉,, T GC Y so,, hiKaoo .M,,m, ・Y•m, e<sS駆吋o,Q!ill~me'"oSK"oo 邸匹", ' a 会第4・6学回術日集本会免疫学会総
Compeaerl ison of microRNA in human 2017.12.14 
mast ce I-derived exosomes in innate 
aGnrad nauclqouciytree d & imMmausnt ictyell. s Workshop 40 

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

l岡山吉道：難治性免疫・アレルギー疾患におけるヒトマスト細胞活性化機構平成 29年度日本大学学部連
携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の

確立J'東京，2017.11.25
2李賢鏑，柏倉淳一，齋藤修，徳橋泰明，羅智靖， 岡山吉道： FcyRIおよびFr::yRIIを介した疑集IgGによる

関節リウマチ患者由来ヒト滑膜マスト細胞の活性化平成 29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム

「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25

3柳澤正彦，柏倉淳一，李賢鏑，坂本朋美，岡村祐己，齋藤修，徳橋泰明，岡山吉道：免疫複合体刺激による

培養ヒト滑膜マスト細胞からのTNF-aとIL-8の産生に対する IL-33の影響に関する検討平成29年度日本大

学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治

療戦略の確立」，東京，2017.11.25

4岡村祐己，三嶋信太郎，菅順一郎，柏倉淳一，坂本朋美，豊島翔太，李賢鏑，齋藤修，徳橋泰明，岡山吉

道：関節リウマチ(RA)における滑膜マスト細胞によるサプスタンスP(SP)を介する炎症の制御機構平成 29

年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対す

る予防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25

5三嶋信太郎，柏倉淳一，豊島翔太，菅順一郎，闊雅之，斎藤修，徳橋泰明，松本健治，岡山吉道：関節リウマ

チ患者マスト細胞は変形性関節症患者マスト細胞に比較して有意にprostaglandinD, を産生する平成29年度

日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予

防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25



6菅順一郎，三嶋信太郎，坂本朋美，闊雅之，斎藤修，羅智靖，徳橋泰明，岡山吉道：関節リウマチと

変形性関節症のヒト滑膜マスト細胞における IL-17Aの発現平成29年度日本大学学部連携研究推進シンポジ

ウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，

2017.11.25 

7藤澤大輔，柏倉淳一，布村聡，紀太博仁，菊）II裕介，藤谷靖志，葉山惟大，畠田優子，坂本朋美，照井正，

羅智靖，岡山吉道：重症慢性特発性蓉麻疹患者の膨疹部における皮膚マスト細胞の Mas-relatedgene X2の発

現の増強平成 29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の

解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25

8畠田優子，葉山惟大，柏倉淳一，藤澤大輔、照井正，羅智靖、岡山吉道：抗dsDNA!gE抗体価の慢性華麻

疹患者血中での有意な増加平成 29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化にお

ける分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25

9伊崎聡志，豊島翔太，布村聡，鐘ヶ江佳寿子，柏倉淳一，中村亮介，坂本朋美，西盛信幸，遠藤嵩大，秋山晴

代，葉山惟大，羅智靖，照井正，岡山吉道：慢性特発性蓉麻疹患者における抗IgE自己抗体および抗FceRin鎖

自己抗体の臨床的意義平成 29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における

分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25

10西盛信幸，豊島翔太，坂本朋美，鐘ヶ江佳寿子，遠藤崇大，藤澤大輔，葉山惟大，照井正，羅智靖，囲.!&

宜：慢性特発性蓉麻疹における Hemokinin-1の役割平成 29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム

「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25

11遠藤嵩大、豊島翔太、伊崎聡志、西盛信幸、葉山惟大、坂本朋美、鐘ヶ江佳寿子、照井正、岡山吉

道： CSU患者に対するオマリズマプの治療効果と CSU患者の好塩基球動態の関係平成29年度日本大学学部

連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略

の確立」，東京，2017.11.25

12豊島翔太，坂本朋美，鐘ヶ江佳寿子，井上寿男，権寧博，羅智靖，森田英明，松本健治，岡山吉道：マス

卜細胞が遊離するエクソソーム内マイクロ RNAによる情報伝達平成29年度日本大学学部連携研究推進シン

ポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，

2017.11.25 

13張臭，豊島翔太，羅智靖，松本健治，岡山吉道：lgE依存的活性化におけるマスト細胞由来 Exosome内

microRNAの解析平成 29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子

的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」，東京，2017.11.25

14松野孝幸，豊島翔太，柏倉淳一，坂本朋美，東裕福，松田彰，川名敬，山本樹生，岡山吉道：ヒト妊娠

初期脱落膜マスト細胞の特徴についての検討平成29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム，「炎症性

疾患の難治化における分子的機序の解明とそれに対する予防と治療戦略の確立」 東京，2017.11.25

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

平成29年度科学研究費助成事業 基盤研究c研究課題名：慢性特発性蓉麻疹における自己反応抗体の役割
の解明（研究代表者照井正、研究分担者 岡山吉道）（採択）

平成29年度科学研究費助成事業 基盤研究c研究課題名：非コードRNAによる腸管上皮機能と腸内共生系
の制御（研究代表者高橋恭子）（採択）

7 他の研究への発展

生物資源科学科高橋恭子先生との共同研究により microRNAに着目し，冬種刺激によってヒトマスト細胞か

ら分泌されるエクソソーム内 microRNAの解析に着手したまた，慢性突発性蓉麻疹患者血清中のエクソソ

ーム解析を予定している．エクソソームは，ほとんどの細胞から分泌される 30nm~l50nmの膜小胞でありエ

クソソーム内には microRNAやタンパク質が内包され，離れた細胞の機能発現や表現型を制御する役割を担

っていることから，マスト細胞の新規機能の発見が期待される．

8 その他の成果

平成29年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム「炎症性疾患の難治化における分子的機序の解明とそれ

に対する予防と治療戦略の確立」を平成 29年 11月25日日本大学桜門会館で開催した．

， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類 発明者 権利者 出願・登録番号 出願年月日 取得年月日（考秦者・創作者）
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課題番号 総 16-0 1 6 

注：課題番号を記入してください。

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

平成 30年 5月 2日

日本大学学長殿

氏 名相澤志保子 魯
所属・資格 医学部・准教授

下記のとおり提出いたします。 退職，転出の場合は，（ ）書きで受領時の資格を記入

1 研究課題

結核を中心とした感染制御のための新規ワクチン開発と免疫学的評価

2 研究組織

氏 名 所属部科校・資格 役割分担

0研究代表者名

相澤志保子 医学部・准教授 研究の総括、新規組換え BCGワクチンの免

疫誘導能の解析

0研究分担者

中西照幸
生物資源科学部・教授

哺乳類以外へのBCGワクチンの応用
（平成29年 3月31日退職）

早川智 医学部・教授 経ロワクチンの開発と腸内細菌叢の解析

江角慎理子
医学部・准教授

遺伝子組換えによる効果的なワクチンの設計
（平成29年 3月31日退職）

須崎愛 医学部・准教授（研究所）
抗サイトカイン療法による結核再燃の解析と

予防

3 著書・雑誌論文 澤書・ffiま・抜き刷り等を臨寸してください。コビーの場合i共譴tされたこと力喀硼的I=:!っかるものを忍寸してください。）
著者・執箪者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

相澤（小峯）志保子，中
日本大学医学部総合医学研究所紀要／結核を

西照幸，早川智，江角 5, p 2017年 12
鍍理子，須崎愛，本多 中心とした感染制御のための新規ワクチン開 p. 6-11 月 日本大学医学部

三男
発と免疫学的評価

＇ 

.... • ロ・．．， .. ~~ ＇~，．重＿ ー・一..... -~ ~.. .'•- .'. ．． 
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4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

相澤智（小、峯）志保子、早 第 39回日本分子生物学会 抗結核 CDST細胞エピトープ分子の特性と 2016年12月2日
川 松尾和浩、本多 年会 組換えワクチン開発の試み
三．男 1-・-・  
Shihoko 集第会45回日本免疫学会学術 MHC Class I presentation by highly 2016年12月7日
Kami ne-Ai zawa, functional epi tape peptide of M. 
,Satoshi Hayakawa, tuberculosis shared among mycobacterial 

'<~Maitiusl\uo iro Matsuo antigen 85 complex 
’、 Honda

2017年4月7日相澤（小峯）志保子、早 第会 91回日本感染症学会総 非結核性抗酸菌防御能に優れた組換え BCG
川智、本多＝男， ~ ・学術講演会 ワクチンの開発
Shihoko・  Con8io2017 Induction of CDS'- H2-K'-restricted, 2017年12月9日
Komine-Aizawa, 2017年度生命科学系学会 antigen 85B-specific T cells by 
Jiansheng Jiang', 合同年次大会 recombinant BCG protects against 
Satoru Mizuno, Satoshi 第 40回日本分子生物学会 rnycobacterial infection 
Hayakawa, 年会
Kazuhiro Matsuo, Lisa 
F. Boyd, David H. 
Margulies, Mi tsuo 
Honda 

Shihoko 集第会46回H本免疫学否―牽術―「f函司盃―面 cos+-MI-IC-I-restricted, 2017年12月12日
Komine-Ai zawa, antigen-specific T cells by recombinant 
Jiansheng Jiang, BCG protects against mycobacterial 
Satoru Mizuno, Satoshi infection 
Hayakawa, 
Kazuhiro Matsuo, Lisa 
F. Boyd, David H. 
Margulies, Mitsue 
Honda 

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

]ST日本大学新技術説明会 (2017年 1月 17日）

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

採択

基盤研究(C) （一般） (H29~H31) ライソゾーム逸脱型BCG・Tokyo新規ワクチン開発と免疫学的解析（相澤

志保子：分担）他 1名

基盤研究(C) （一般） (H29~H31) ウェルシュ菌敗血症における致死的血管内溶血機構の解明（須崎 愛）他

5名

基盤研究(B)(一般） (H29~H32) 口腔と胎盤マイクロバイオームによるジカ熱垂直感染機構の解明（早川 智）

他 3名）

申請中

公益財団法人 黒住医学研究振興財団 平成 30年度 第 26回研究助成事業

7 他の研究への発展

本研究は結核以外の非結核性抗酸菌症に対するワクチン・防御免疫解析の研究に発展している。また、ヒト

における細胞性免疫誘導の解析を、 HLAの解析を含めて現在進めている。さらに、魚類の細胞性免疫解析の

研究に発展している。

8 その他の成果

なし

， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類 発明者 権利者 出願・登録番号 出願年月 H 取得年月日（考案者・創作者）
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課題番号

硲 16・018
継続

総 15・015

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

令和 2年 4月 1日

日本大学学長殿

氏名

所属・資格

浅野正岳

歯学部・教授

下記のとおり提出いたします。

1 研究課題

創傷治癒を促進する電解酸性機能水の作用機序の解明

2 研究組織

氏 名 所属部科校・資格 役割分担

0研究代表者名

浅野正岳 i歯学部・教授 I研究の立案と総括
0研究分担者
吉野篤緒 医学部・教授 グリア細胞に対する効果の検討

白川哲夫 歯学部・教授 動物実験による検討

清水典佳 歯学部•特任教授 臨床的事項の検討

（平成 30年 3月 31日退職）

勝呂尚 I歯学部・専任講師 I創傷実験とデータの解析
尾曲大輔 歯学部・助教 動物実験に係る病理学的検討

（令和2年 3月 31日退職）

五條堀孝廣 l歯学部・助教 1細胞培養ならびに動物実験の遂行

（平成 30年 3月 31日退職）

二:/9言〗 1：三：戸冒言竺鱈喜喜ロニ：［二］ご口：］冒：：言言
Ta teno A, Asano M, 
Aki ta D, T ・oriumi T ， 
Tsurumachi-Iwasaki N, 
Kazama T, Arai Y, 
Matsumoto T, Kano K, 
Honda M. 

Okamura T, Tamura M, 
Suguro H, Ohtsu M, 
Omagari D, Yoshino A, 
Og i so B, Asano M. 

Kusunoki M, Sata E, 
Nishio K, Tanaka T, 
Nishida T, Sugano N, 
Sato S, Asano M. 

I to H, Kifune T, 
Ishiyama M, Iwasa S, 
Takei H, Hasegawa T, 
Asano M, Shirakawa T. 

J Oral Sci/ Transplantation of 
dedifferentiated fat cells combined with a 
biodegradable type I collagen-recombinant 
peptide scaffold for critical-size bone 
defects in rats. 

J Oral Sci/Bactericidal and cytotoxic 
effects of acid-electrolyzed functional 
water. 

Int J Med Sci/Acid-electrolyzed functional 
water induces extracellular matrix 
metalloproteinase inducer, a possible novel 
alarmin, secretion from oral squamous cell 
carcinoma cell lines. 

J Oral Sci/ Effect of hypoxia on the 
expression of CCMT/enhancer-binding 
protein ~ and receptor activator of NF-B 
1 igand in periodontal ligament cells. 

61巻4号 I2019年 12
月

61巻4号 I2019年 12
月

15巻 12I 201s年9月
号

60巻4号 I2018年 12
月

Nihon University 
School of 
Dentistry, 

Nihon University 
School of 
Dentistry 

Ivyspring 
International 
Publisher 

Nihon University 
School of 
Dentistry 



Ota H, Shionome T, I Oncotarget/Nickel chloride administration I 9巻35号 I2018年5月
Suguro H, Saito S, Ueki I prevents the growth of oral squamous cell 
K, A1・ai Y, A::.atio M. carcu101Da. 

Trust ,, Li st 'of 
Compliant 
Publishers 

Ozawa Y, Kubota T, I J Oral Sci/Comparison of the bone I 60巻4号 2018年 12I Nihon University 

［三竺？｀｀］：［；i:口；k［t-0]SiRe1悶SrIOF]u[[〗［n:[］-Pleras:sncls叫。f一塁＂巻:-1-;〗面7年-12/＂-T~a-y-l。r―:-Francls
Yamamoto T, Tsukune N, I au四entationability of absorbable collagen 月 School of 
Koshi R, Nishida T,'I sponge with that of hydroxyapati te/collagen I ・ l l Dentistry 
Asano M, Sato S. 

［`二；：：：ニ.ニ言ご：贔竺aRni！二］三乳11悶::I闊巻 l21 2017年9月 1Ivysprlng 
Ueki K, Shimizu N, I MC3T3-El. I I I International 
Asano M. I I I I Publisher 

Ohtsu M, Tamura M, 
Sasaki H, Sato S, Asano 
M. 

J Oral Sci/Effects of bittern water on 
cariogenic bacteria and saliva secretion. 

59巻3号 I2011年9月
Nihon University 
School of 
Dentistry 

※ホームページ等での公開のR否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。

i. 
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4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

浅野正岳 第16回 日本機能水学会 酸性電解機能水の創傷治癒促進メカニズ 2017, 11, 18 

．．．．第学．．▲~．．術.19大回会．..配..．．． 日本．．．..．．口.-腔-•-機能水.．．．．．....．．-上ム...．．小．．．．澤．．．..康正．．、＊.．“.．．．五．”・•條一·• _堀..~ 孝．廣..←O,.．←..、•. ．． ..．ラッ．ト頭頂．．骨．．．．．．．．....骨.．．．．．欠．．.損.o...,．．モ．デ．．ル．．．．．.配，．．に口••-お····．．曹~．．．ける． ハ…イ •• ．．.．．＂..．．．．．．＂..．．．．．＂'9 9 9 9 9999 9 9 ••••• ....．..．ー•..••ロ・・．．...............．、．．．．．．

2018, 3, 11 
太田裕崇、浅野正岳、佐 学会・学術大会 ドロキシアパタイト・コラーゲン複合体と
藤秀一 機能水の併用による骨再生に対する効果

についての検討
．．．．西．．．．．．．尾．．．．．．健．．．．．．、．．介．．、．、．．．．．．．及．．．．川．．．．ヽ● ●大-··••·····智-··········、·．ロ・．．．浅．．．．． ． 第.．.1 8．,．..▲“回.．．..．．．．． ．．-日••””.本....配機....．．、．．．．能、•水o.．.....．-学•.．．．．会．．．．.....．．．a 討電解酸性機"•*• -. 0• 能・•4.―水”...”."．"を""'.., ＊•用."”―‘"．い..、た..．"、＂”●●奮m肺•一•."--炎'”‘予防法の検 _..........…,..．．．..．..．...．...．...．．-2019. 9. 29 

● ●●●● 野●•••一•● ●●正●●●● ●"...岳．．會◆●● ●●ヽ・ ．．．．．．．． ．．．．ーヽ-·•ヽ●●し・．． ．‘ ＂ ....学術..大会 ..．．．．....．．-·•"彎 ..．．、.．．．．．．．．．． oo~. ．．．．．-·••9,．．ヽ•99 99 ~...配~.．．．..．．...．,．- 99 9-

．．．．．．．．．．．、●●●● ~.............-·-··••......... o~...--······-·-··· ヽ•••~•...... ······••·•--·······••• •• -......0~. ......, ＂・ •• •一••··················-······- 9 99 99 999 999 0~9 99 9 9 9 9 9 99 9一999 99一999 9 9 9 99 9 ◆・ •9 9 9 9 9 9 9●● •ヽ 99 9● 99 9● 99 9 9●·-·"●●ヽ• O~ m...，.,．←い999...........．．、・•9 _，.......．．,←..，..．．．9 999● ●● 99● 9 90~. ．．鼻-~．．．，＂ ~ ............一・幽．．．▲＿．． ． o. ．．．．-．....．．．.←.．．．．．．．．,．．．．＿......．．＊幽~．．．．．．．．．．．．．． ．．．．． ．．．．．．． 

..,_..・・“◆←0..  9 99,.“4  9 ・-・・--・・ ．．--・・・・・一ー ．．．．．． ．．．．配．．．．．．．．．．。．．．．．倉．．．．．

.`●● 9● 9• い 9... ．．．．..，.....配~...．..... -，．．，....．．．..．．..．,.... 9 配~．，．．．．．．．．，．．，．＂’．．．．"． •••一ー ・-····＊~〇~．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．◆．．．．．．．..．．．..．-··-●●●--·-·--····曰•.. ,．會● •-• •`........... ◆....‘’`．．....．..．"...．"...．．．....．．配.．．~ "．..．．．．．．．．．．．..．．．囀●●●● ●● ●●●...........●..●● ●● ●●ヽ●●●● ● ● ● ●會~．．．．． .••• _,．,．．..,．．．．.. U ••,.*·,．．...．,.．,．．．に.. ...

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

日本機能水学会第 16回 学術大会での発表については朝日新聞 (2017年 12月 19日、広告特集）に掲載さ

れた。

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

機能水研究から派生した alarmin研究について以下の研究費に応募した。

平成 30年度科学研究費補助事業基盤研究（C)研究課題脳虚血障害に伴う alarmin分子の動向

研究代表者 浅野正岳（研究分担者尾曲大輔、福井怜） ：不採択

平成 31年度 科学研究費補助事業 基盤研究 (C)研究課題脳虚血時に牌臓に集積する lbal陽性細胞の機

能解析研究代表者浅野正岳（研究分担者尾曲大輔、勝呂尚） ：不採択

令和 2年度 科学研究費補助事業 基盤研究 (C)研究課題 電解酸性機能水の超高齢者への含嗽剤としての

実用化に関する研究研究代表者浅野正岳（研究分担者西尾健介） ：採択

7 他の研究への発展

機能水に端を発した研究は、 alarminという分子に関する研究へと発展し、脳梗塞モデル動物を用いた実験

につながっている。これは虚血再灌流障害という病態の解明を目指すものであり、臨床的に極めて意義深い

ものであると考える。また、 alarminの一種である interleukin-la(IL-la)については、細胞内局在や核移

行のメカニズム解明を目指して、理化学研究所（今本尚子先生）との共同研究を行っている。

8 その他の成果

， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類 発明者

権利者 出願・登録番号 出願年月日 取得年月日（考案者・創作者）
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総 16・021

継続

総15・018

平成28年度 学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

平成30年 4月23日

日本大学学長殿

氏 名 塚本勝巳 電
所属・資格 生物資源科学部・教授

下記のとおり提出いたします。

1 研究課題

この地球で人とウナギの共存を目指す総合研究「うなぎプラネット」

2 研究組織

氏 名 所属部科校・資格 役割分担

0研究代表者名

塚本勝巳 生物資源科学部／教授 生物学的理解（研究総括）

0研究分担者

朝比奈潔 生物資源科学部／教授
生物学的理解（仔魚の生理）

佐藤至子 文理学部／教授
文化的理解（江戸期の文化）

山本質素 文理学部／教授
文化的理解（動物観・うなぎ観）

松本恵 文理学部／准教授
食品学的理解（食品化学）

相原修 商学部／教授
社会経済学的理解（流通・消費）

木村政司 芸術学部／教授
芸術的理解（うなぎデザイン）

安田陽一
理工学部／教授

環境工学的理解（河川生態）

蜂巣浩生 環境工学的理解（成育環境調査）

小田晃
理工学部／教授 環境工学的理解（河川環境調査）

武村武
生産工学部／教授 環境工学的理解（河道内生息域の評価）

陳文挙
生産工学部／准教授 社会経済学的理解（国際流通と消費）

福島康仁
国際関係学部／准教授 公共政策学的理解（地方自治・行政管理）

損島誠
法学部／教授 生理学的理解（免疫・代謝・ビタミン）
医学部／教授 生理学的理解（免疫・代謝・ビタミン）

梅田香織 医学部／助手
生理学的理解（免疫・代謝・ビタミン）石澤通康 医学部／助手

星野裕 芸術学部／教授
芸術学的理解（保全 CM制作）

3 著書・雑誌論文 （著書・粗ま抜き刷り等を甜寸してください。コピーの場合1井躙tされたことが客観的l:::bかるものを添付してください。）

著者・執筆者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

塚本勝巳
大洋に一粒の卵を求めて 東大研究船、ウナギ 174pp 2015年7月 新潮社
一億年の謎に挑む

Mi Iler Michael J .. 
Did a "perfect storm" of oceanic changes 

Eric Feunteun and 
and cont i nenta I anthropogenic impacts cause 73 (1), 

2016年1月
ICES Journa I of 

Katsum i Tsukamoto 
Northern Hemisphere angui 11 id recruitment 43-56 Marine Science 
reduct i ans? 

Sudo Ryusuke, Aki hi ro 
Okamura, Nobuto Env i ronmenta I factors affecting the onset of 100 (3), Env i ronmenta I 
Fukuda. Michael J. spawning migrations of Japanese ee Is 237-249 2017年3月 Biology Fishes 
Mi Iler and Katsumi (Angui Ila japonioa) in Mi kawa Bay Japan. 
Tsukamoto 

Mi Iler Michael J. and The ecology of oceanic dispersal and 74(6), 
Canadian Journa I of 

2017年6月 Fi sher i es and 
Katsum i Tsukamoto survival of angui 11 id leptocephal i. 958-971 

Aquatic Science 

Yu-Lin K. Chang , 
Yasumasa Miyazawa. Potent i a I impact of ocean c i rcu I at ion on the 8:5496 2018年4月 Scientific Reports 
Michael J. Mi Iler & dee I in i ng Japanese ee I catches. 
Katsum i Tsukamoto 

※ホームページ等での公開の(@)・否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。
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4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り，発表原稿のコビー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

塚本勝巳•他うなぎプラネット研
サイエンスアゴラ 2015 うなぎプラネット～うなぎの保全をめざ 2015年11月

究者メンバー（研究分担者16名） して～
,. 

平成28年度日本水産学会 ウナギの」～保特全別研企究画プ展ログラム「うなぎプラ
塚本勝亀巳• 他6名 春季大会

ネット 「うなぎプラネット」 2016年3月
ヽヽ'・ . ~ について～

.、:./ 
平成28年度日本水産学会 ウナギの保全研究プログラム「うなぎプラ

山梨津乃•他 7 名 春季大会
ネット」～出張授業「うなぎキャラバン」 2016年3月
について～

平成28年度日本大学学部
連携研究推進シンポジウ うなぎレスキュ―—総合研究“うなぎプラ

塚本勝巳・山梨津乃 ム「N. レスキュー」～日 2017年1月
本大学の総合力は松花堂

ネット＂の活動から一

弁当の如く～

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

新聞取材 15件（静岡新聞・日本大学新聞・山陽新聞・日本養殖新聞・ うなぎ百撰・神奈川新聞・北海道新聞・
熊本日日新聞など）

プロモーションビデオ7篇 うなぎプラネットチャンネルeeI p I anet channe I LI-tube 
(https: / /www. youtube. com/ channe I /UCv i tCFpEWwmEJuqgP-d6nOw/featured) 

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

2015年度は、外部研究資金ではないものの、科学技術振興機構のサイエンスアゴラに企画応募して採用され、
日本科学未来館に出展し、うなぎプラネット計画を公開説明する機会を得た。また、うなぎプラネットを母

体として科学技術振興機構の科学技術コミュニケーション推進事業問題解決型科学技術コミュニケーション

支援・ネットワーク形成型に応募したが、不採択となった。

2016年度は代表者の塚本勝巳がキャノン財団の研究助成プログラム「理想の追求」に応募したが、選に漏れ
た。また、 2017年度の日本学術振興会の科研費として、基盤研究A(海外学術調査）および、挑戦的研究（萌
芽）に応募した。基盤研究A(海外学術調査）は不採択になったが、挑戦的研究（萌芽）は採択された。

7 他の研究への発展

2016年 11月28日に生物資源科学部において、「東アジア鰻学会」の立ち上げ会議を開催し、学会を設立し
た。これは、 1998年からウナギの資源と保全について活動してきた「東アジア鰻資源協謙会」を発展的に解
消し、その後継として組織された学会となる。ウナギ研究の促進と知識の普及のために「うなぎプラネット」

のアウトリーチ活動の成果を受けて学会化が本格化し、「うなぎプラネット」の活動をこの学会に受け継いだ。

8 その他の成果

アウトリーチ活動として、 2015年に生物資源科学部の博物館でウナギの特別企画展「うなぎプラネット」を
開催し、 1万5千人以上の来館者を動員した。その際に図録も作成した。また、研究成果の公表として、 2015
年6月28日に国際シンポジウムEelPlanet、2015年12月19日に国内シンポジウム日本大学学部連携研究
推進シンポジウムうなぎプラネット、 2Q16年11月29日に国際シンポジウムEelPlanet IIを行なった。更
に、理工学部で行なっている魚道ワークショップの特別企画として、 2016年 6月28~29日に「うなぎカフ
ェ」を開催した。続けて 2017年も同様に開催する運びとなった。また、科学教育の一環として「うなぎキャ
ラバン」と銘打ち、研究をすることや楽しさを教える出前授業を全国の小・中・高等学校で展開した。 2015
年度は88校、 2016年は83校で実施した。 2017年度も先方からの要望を受けて計87校で授業を行った。そ
して、うなぎプラネットの研究をまとめた報告書「日本大学学部連携研究プログラムうなぎプラネットこ

の地球で人とウナギの共存を目指す」を、 2016年3月発行分と 2017年3月発行分の2冊を作成した。

， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類 発明者 権利者 出願・登録番号 出願年月日 取得年月日

（考案者・創作11・)

無し
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課題番号 I 継続

総 15・020
注：課題番号を記入してください。

学術研究助成金〔総合研究〕成果物報告書

日本大学学長 殿

氏 名

平成

榛葉繁紀

4

⑤
 

年

゜
3
 

1日

所属・資格 薬学部・教授

下記のとおり提出いたします。 退職，転出の場合は，（ ）書きで受領時の資格を記入

1 研究課題

糖尿病治療における新規分子標的としての時計逮伝子の可能性

2 研究組織

氏 名 所属部科校・資格 役割分担

〇研究代表者名

榛葉繁紀 薬学部／教授 総括、マウスの管理

〇研究分担者
薬学部／教授 中枢神経系の解析

石毛 久美子

横島 誠
医学部／教授 内分泌系の解析

内山 武人
薬学部／教授 （准教授） SR9011の合成

和田 平
薬学部／助教 遺伝子・タンパク質発現解析

合計5名

3 著書・雑誌論文 喧書・編志・抜き刷り等を添付してください。コビ'-(/)I鮭泊掲載されたこと力喀哉的let,かるものを添付してください。）

著者・執筆者 著書名・雑誌名／論文名 巻・号 年月 出版社・発行所
Sengiku A, Ueda M, 
Kono J, Sano T, 
Nishikawa N, Kunisue S, Sci Rep. 
Tsujihana K, Liou LS, Circadian coordination of ATP release in the 8(1) 2018.1 Springer Nature 
Kanematsu A, Shimba S, urothelium via connexin43 hemichannels. 
Doi M, Okamura H, 
Ogawa 0, Negoro H. 

Nakahata Y, Yasukawa S, Chronobiol Int. 
Khaidizar FD, Shimba S, Bmal I-deficient mouse fibroblast cells do not In press 2018.1 Taylor & Francis 
Matsui T, Bessho Y provide premature cellular senescence in vitro. 

Nakazato R, Kawabe K, J Neurosci. 
Yamada D, !keno S, Disruption of Bmall Impairs Blood-Brain Barrier 37(42) 2017.10 

Society for 

Mieda M, Shimba S, Integrity via Pericyte Dysfunction. 
Neuroscience 

ばnho,sirl,ET , Yoneda Y, 

Oishi Y, Hayashi s, Sci Rep. 

Isagawa T, Oshima M, Bmall regulates inflammatory responses in 7(1) 2017.8 Springer Nature 
Iwama A, Shimba S, macrophages by modulating enhancer RNA 

Okamura H, Manabe I. transcription. 
__ , 

Nakao R, Shimba S, Sci Rep. 

Oishi K. Ketogenic diet induces expression of the muscle 
7(1) 2017.6 Springer Nature circadian gene Slc25a25 via neural pathway that 

might be involved in muscle thennogenesis. 

Wada T, lchihashi Y, 
Int J Mol Sci. Suzuki E, Kosuge Y. 
Deletion of Bmall Prevents Diet-Induced Ishige K, Uchiyama T, 19 19) 2018.9.18 MDPI 

Makishima M, Nakao R, Ectopic Fat Accumulation by Controlling 

Oishi K, Shimba S. Oxidative Capacity in the Skeletal Muscle. 
： 

※ホームページ等での公開の Cりi否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。
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4 学会発表等 （要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

榛葉繁紀 日本薬学会第 138年会
時計遺伝子 BMALIによるエネルギー代謝

2018.3 
を中心とした骨格筋機能の制御
時計遺伝子 BMALIによる骨格筋の Caシ

和田平 日本薬学会第 138年会
グナル伝達

2018.3 

内山武人 日本薬学会第 138年会 ポスター発表 Telliシmダagーraゼnd阻in Iアナログ
の合成と a・グルコ 害活性評価

2018.3 

榛葉繁紀 第38回日本肥満学会
アディポネクチによる時計遺伝子発現制

2017.10 
御

榛葉繁紀
第22回アディポサイエ アディポネクチン受容体アゴニストによ

2017.8 ンスシンポジウム る体内時計システムの制御

第 90回日本内分泌学会学
肝臓―脳—脂肪組織間クロストークを介

榛葉繁紀
術総会

した時計遺伝子BMALIによるエネルギー 2017.4 
代謝制御

横島誠 第 34回日本内分泌学会東 ビタミンD受容体の消化管・肝臓における
2017.4 

北地方会 非カルシウム作用

5 本研究課題に関するその他の発表（新聞掲載等）

なし

6 本研究に関連して外部資金への申請状況，獲得状況

榛葉繁紀

・科研費基盤研究 (C) (一般） (H29~H31)採択

「時計遺伝子 BMALlによるエネルギー代謝を中心とした骨格筋機能の制御メカニズム」 120万円

・日本私立学校振興・共済事業団 学術研究振興資金採択

「糖尿病発症の新たな責任分子としての脂肪組織ダイオキシン受容体」 120万円

•上原記念生命科学財団研究助成金不採択

「極微量ダイオキシン類による糖尿病発症機構の解明」 500万円

・科研費 新学術領域（公募）不採択

「体内時計によるリポクオリティ管理」 500万円

石毛久美子

・科研費基盤研究 (C) (一般） (H29~H31)採択

「脳梗塞及び筋萎縮性側索硬化症を標的とした新規脳保護薬の検討」 180万円

内山武人

・科研費基盤研究 (C) (一般） (H30~H32)採択

「環状ポリオールを基軸とした糖代謝調節分子の探索と創製」 llO万円

和田 平

・科研費基盤研究 (C) (一般） (H29~H31)採択

「コレステロール胆石形成における肝臓AhRの機能解析と分子標的治療への応用」 110万円

横島誠

・科研費基盤研究 (C) (一般） (H28~H31) 90万円 採択

「ビタミンD受容体シグナルによる腸管・肝臓免疫調節J

7 他の研究への発展

本研究成果が文部科学省私立大学研究プランディング事業へと発展した。

8 その他の成果



なし

， 本研究課題による知的財産権の出願•取得状況
名 称 知的財産の種類

発明者
権利者 出願・登録番号 出願年月日 取得年月日（考案者・M作者）




